
石北線（旭川～網走間） 

事業計画（アクションプラン） 

平成 31 年４月 

ＪＲ北海道 



序章（はじめに） 

この計画は、石北線（旭川～網走間）を維持･活性化するため、当面の２年間で 

ＪＲ北海道と地域の関係者が一体となって取り組む内容を事業計画（アクションプ

ラン）としてまとめたものである。 

第１章 基本的事項 

(1) 策定経緯 

 ○ 厳しい経営状況におかれたＪＲ北海道は、平成 28 年 11 月に単独では維持困難

な線区を公表して、地域の関係者と協議を行ってきた。 

○ このような中、平成 30 年７月国土交通省は、ＪＲ北海道に対し、「ＪＲ北海道

の経営改善に向けた取組」を着実に進めるよう監督命令を発出した。 

○ 監督命令に基づき、平成 31 年度及び 32 年度を「第１期集中改革期間」とし、

ＪＲ北海道と地域の関係者が一体となって、利用促進やコスト削減などに取り組

むとともに、持続的な鉄道網の確立に向け徹底的な検討を行うため、事業計画（ア

クションプラン）を策定することとした。 

(2) 位置づけ 

○ この事業計画（アクションプラン）は、ＪＲ北海道の徹底した経営努力を前提

として、鉄道を持続的に維持する仕組みを構築するために、ＪＲ北海道と地域の

関係者が協力しながら、「監督命令」で命じられた「第１期集中改革期間」の２

年間に具体的に取り組む内容を記載したものである。 

○ 将来に向けて線区の持続性を確保するため、この計画を共に取り組むことを通

して、ＪＲ北海道と地域の関係者が一体となって取り組む気運を醸成する。 

(3) 推進母体 

 ○ ＪＲ北海道を代表とする委員会を設置し、地域の関係者の協力を得ながら取り

組む。 

○ このため、事業計画（アクションプラン）の推進を目的とする「石北線アクシ

ョンプラン実行委員会」（以下「委員会」）及び事務レベルの「幹事会」を設置す

る。 
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※ 石北線アクションプラン実行委員会及び幹事会について 

① 取組主体 ＪＲ北海道（委員会事務局） 

② 関係者 

○ 石北線沿線自治体の首長（委員会）、担当者（幹事会） 

・ 沿線市町村（駅のある市町村） 

旭川市、当麻町、愛別町、上川町、遠軽町、北見市、美幌町、大空町、 

網走市  

 ○ 広域行政機関 

 ・ 北海道 

○ オブザーバー 

・ 国土交通省 

(4) その他 

○ 石北線の線区としての区間は新旭川～網走間であるが、この計画での取組区

間は旭川～網走間とする。 

第２章 石北線のおかれた状況 

(1) 関係市町村の状況 

○ 別添資料１～３ページのとおり 

(2) 石北線の状況 

○ 別添資料４～25 ページのとおり 

(3) これまでの協議状況 

○ 平成 28 年 11 月 18 日ＪＲ北海道が「当社単独では維持困難な線区」を公表し

た後、関係者の間で、石北線における持続的な鉄道網のあり方について議論が行

われてきた。 

○ ＪＲ北海道は、石北線を維持していきたいと考えているものの、単独では維持

することが困難な状況にあることから、持続可能な交通体系のあり方について地

域の皆様に問題提起を行った。 

○ これを踏まえ、平成 29 年３月にオホーツク圏活性化期成会石北本線部会、平

成 29 年４月にオホーツク圏活性化期成会石北本線部会・上川地方総合開発期成

会石北本線合同会議が開催され、地域における石北線の維持、存続についての協

議が進められている。 
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○ 北海道は、「鉄道ネットワーク･ワーキングチーム･フォローアップ会議」を開

催し、地域での議論を踏まえて「北海道の将来を見据えた鉄道網（維持困難線区）

のあり方について」をとりまとめるとともに、平成 30 年３月にはこれを踏まえ

て「北海道交通政策総合指針」を策定した。 

○ これらの中では、石北線は次のとおり位置づけられた。

① 石北線の現状 

○ 札幌圏と中核都市である北見市及び北見市と一体として都市機能を発 

揮する網走市を結ぶ路線であり、鉄道は、札幌と北見、網走間における 

旅客輸送において、最も高いシェアを占めている。また、他府県の県庁 

所在都市と比較して、絶対的な移動時間が大きい。 

○ 沿線地域は国の広域観光周遊ルートに指定されており、インバウンド 

等による交流人口の飛躍的な拡大に向け、重要な役割を果たすことが期 

待される。 

○ 網走市や紋別市と札幌圏を結ぶ高規格幹線道路等については、一部開 

通済みであるが、未整備となっている区間がある。 

○ 通学や通院など、住民の日常生活で利用されているが、一部利用の少 

ない区間もある。 

○ 本道の農産品等を本州方面に輸送する広域物流ルートとしての役割を 

一部担っているが、貨物列車の運行に関しては、現行のアボイダブル・ 

コストルールのもと、旅客会社が線路の維持管理費の多くを負担してい 

る。 

② 石北線のあり方について 

○ 国土を形成し、本道の骨格を構成する幹線交通ネットワークとして、負 

担等に係るこれまでの地域の協議を踏まえ、維持に向けて更に検討を進め 

る。 

○ 平成 30 年７月 27 日には、国土交通省からＪＲ北海道に対して「ＪＲ北海道の

経営改善について」監督命令が発出され、ＪＲ北海道の経営改善に向けた取組を

前提として鉄道を持続的に維持する仕組みの構築が必要な線区に対する方針が

示された。 

○ 監督命令は、ＪＲ北海道に対し、「維持する仕組み」を構築していくための前

提として、平成 31 年度及び平成 32 年度を「第１期集中改革期間」として、当社

と地域の関係者が一体となって、利用促進や経費節減等に取り組み、持続的な鉄

道網の確立に向け、２次交通を含めたあるべき交通体系について、徹底的に検討

を行うことを命じた内容となっている。 

〇 ＪＲ北海道は、監督命令を厳粛に受けとめ、北海道交通政策総合指針を尊重す

る所存であり、石北線を維持するため、地域の関係者のご理解とご協力を得なが

ら、２年間の取組を事業計画（アクションプラン）として策定し履行する。 
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第３章 取組方針 

○ ＪＲ北海道は、徹底した経営努力を前提として、鉄道を持続的に維持する仕組み

の構築を行うために、地域の関係者のご協力を得ながら、地域の関係者と一体とな

り、以下の取組を進める。 

(1) 目的 

○ 石北線を持続的に維持していくためには石北線の収入を増やし経費を節減す

ることが必要不可欠である。 

○ このため、ＪＲ北海道と地域の関係者は、この計画を進めることにより、収支

改善に資する具体的な取組を進める。また、これにより、ＪＲ北海道と地域の関

係者が一体となって取り組む気運を醸成する。 

※ なお、収支改善については、この計画による具体的取組以外にも、長期的な利

用者の減少傾向や設備投資による減価償却費の増減など、様々な変動要素が考え

られるが、これらの要素を分析し状況を把握することとする。 

(2) 基本指標 

 ○ 計画開始前の基本指標は次のとおりである。基本指標とあわせて関連指標の推

移も確認しながら進める。 

① 収支状況（新旭川～網走間） 

平成 29 年度（計画開始前）  △4,243 百万円  

（営業収益 1,313 百万円、営業費用 5,557 百万円） 

② 輸送密度（新旭川～網走間） 

昭和 62 年度（国鉄分割民営化時） 2,415 人/日 

平成 29 年度（計画開始前）     891 人/日  

※ 関連指標 

駅別乗車人員、列車別乗車人員、駅間別乗車人員、駅間通過人員、定期券発 

売枚数 等 

○ ＪＲ北海道は、石北線の基本指標について、長期減少傾向がある中でも本計画

の取組開始前と同水準を維持したいと考えている。検証の際は、以下の基本指標

とともに、駅間輸送人員や発売実績などの関連指標も参考とする。 

① 収支状況（目標）  

平成 32 年度（計画終了時期）△4,243 百万円 

  ② 輸送密度（目標） 

  平成 32 年度（計画終了時期） 891 人/日 

4



第４章 具体的取組内容 

(1) 基本方針 

○ 石北線の収支改善を図るため、収入を増やし、経費を節減する取り組みを行う。 

○ 都市間輸送など幹線交通や生活路線、物流としての特性を持つことから、これ

らの側面を活かした取り組みを行う。 

○ 地域のマイレール意識醸成など、ＪＲ北海道と沿線地域の関係者が石北線の維 

持･活性化に向けて、一体となって取り組む。 

(2) 具体的取組内容 

○ 具体的な構成は以下のとおり。また、具体的取組は別紙のとおりである。 

・  「利用促進」「経費節減」の二つの観点から整理する。

・ 「利用促進」については、ご利用形態に即して「共通」「生活利用」「観光利

用」「広域交通」に分類して整理する。 

・ それぞれの取組内容について事業主体と具体的な取組内容を記述する。 

・ 第２期集中改革期間に向けた検討内容についても記述する。 

（１）利用実態調査

（２）輸送サービスの向上

（３）マイレール意識醸成

（４）他の交通機関等との連携

（５）拠点としての駅の活用

（６）当社の行き届かない取組に対するご協力

（７）全道利用促進取組との連携

（１）お客様サービスの向上

（２）公共交通の利用促進

（１）道内外から石北線にお越しいただくための取組

（２）地域の皆様と連携した取組の推進

（１）出張や学校行事、都市間移動等での鉄道利用

（１）業務の一部をお願いすることによる経費圧縮

（２）コストダウンの取組に対するご理解

取
組
内
容

利用促進 共通

生活利用

観光利用

広域交通

経費節減

第２期集中改革期間に向けた

取組内容の検討
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第５章 今後の進め方 

○ この事業計画（アクションプラン）は、ＪＲ北海道と地域の関係者が一体とな

って取り組むものとする。 

○ 事業計画（アクションプラン）は、ＰＤＣＡサイクルに基づき必要な見直しを

行いながら進める。具体的には、基本指標、関連指標や計画に盛り込まれた取組

内容に基づき、利用促進や経費節減に向けた取組の実施結果、指標の推移状況に

ついて、委員会･幹事会において状況報告･意見交換や取組状況の検証を行う。 

○ こうした状況報告･意見交換や取組状況の検証を踏まえ、必要に応じて事業計

画（アクションプラン）の見直しを行うとともに、基本指標についても年度実績

を基に必要により見直しを検討する。 

○ 平成 32 年度末を目処に着実な取組が行われていることを前提として、第２期

集中改革期間に移行する。 

○ この際には、第１期集中改革期間の取組状況や検証結果を反映した、第２期集

中改革期間の事業計画（アクションプラン）を策定するものとする。 

○ 集中改革期間の最終年度（平成 35 年度）には総括的な検証を行う。 

Ｐ(ＰＬＡＮ)：計画（目標及び計画の策定） 

Ｄ(ＤＯ)：実行（取組の実施） 

Ｃ(ＣＨＥＣＫ)：点検･評価（取組状況や効果の把握･評価(委員会での意見を踏まえ改善する)） 

Ａ(ＡＣＴＩＯＮ)：見直し（取組の改善･見直し(年度毎に利用促進策やコスト削減策等を見直す)） 

30年度 33年度 34年度 35年度 36年度

Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

事業計画完成･公表 ●

委員会･幹事会の設置 ●

取組の実施

　状況報告･意見交換 ・ ・ ・ ・

Ｃ 　取組状況の検証 ・ ・ ・ ●

Ａ／Ｐ 　必要な見直し ・ ・ ・ ●

見直した取組の実施

　状況報告･意見交換 ・ ・ ・ ・

Ｃ 第１期の検証 ・ ・ ・ ●

Ａ／Ｐ 第２期の事業計画の策定 ・ ・ ・ ●

Ｄ 第２期に移行 ●

Ｃ 総括的な検証 ●

Ａ 持続可能な交通体系

●：委員会、・：幹事会

Ｐ

Ｄ

Ｄ

第１期集中改革期間 第２期集中改革期間

平成31年度 平成32年度
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Ⅰ.利用促進

１．共通

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
(１) 利用実態調査 ①統計値では把握しがたいお客様の層等を把握する JR北海道

　 ための実態調査の新設 全自治体

(２) 輸送サービスの向上 ①どのようなダイヤがよいか等、利用者のニーズを捉え、 自治体
　 地域の皆様と意見交換の実施 ＪＲ北海道

(３) マイレール意識醸成 ①公共交通マップ等の作成 自治体

②地域住民向け沿線マップの作成・配布 自治体
JR北海道

③通勤の際の鉄道を含めた公共交通利用促進 自治体
その他

④地元住民との懇談会・シンポジウム・意見交換会等の 自治体
　 実施
⑤公共交通機関利用の呼びかけ
　 ア．広報誌等を活用した鉄道利用の呼びかけ 全自治体

　 イ．イベント実施時の鉄道利用促進PR 自治体
　　会場でのチラシ配布

　 ウ．ご当地キャラクターによる公共交通利用の呼び 自治体
　　 かけ

⑥リーフレットの作成 JR北海道
　線区の状況、利用のお願い、集中改革期間の内容等
  について利用者にご理解いただく資料の作成

⑦鉄道施設見学会などの際にJR社員から線区に関する JR北海道
　 説明の実施
⑧マイレール運動の提唱 自治体

石北線　具体的取組

事業主体 H29区分
スケジュール

取組内容 H30 H31 H32

7



１．共通

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
(４) 他の交通機関等との連携 ①バス等との相互連携の推進 自治体

②イベント時の駅からの無料シャトルバスの運行 自治体

(５) 拠点としての駅の活用 ①駅前の整備
　 ア．駅前での乗り継ぎ環境向上 自治体
     その他

②駅の活用
　 ア．駅舎の待合環境の向上 自治体

ＪＲ北海道
その他

　 イ．駅内空きスペースの利活用 自治体

③駅を中心とした街にぎわい創出の検討
　 ア．駅周辺のスペースを活用した誘客等 自治体

④駅舎周辺の環境整備 自治体
その他

⑤駅前広場駐車場との連携による利用環境の向上 自治体
JR北海道

(６) 当社の行き届かない取組に対する ①駅での観光案内、外国人通訳の確保 等
ご協力 ア．駅での観光案内の取り組み 自治体

JR北海道
その他

(７) 全道利用促進取組との連携 ①北海道鉄道活性化協議会との連携 全自治体
JR北海道

区分 事業主体
スケジュール

H29 H30取組内容 H31 H32
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２．生活利用

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
(１) お客様サービスの向上 ①「スマホ定期券」の活用 JR北海道

②大規模輸送障害発生時の運休等情報内容の充実 JR北海道

(２) 公共交通の利用促進 ①行事等での鉄道利用の促進
　 ア．行事等で鉄道を利用した際のＪＲ乗車運賃等への 自治体
　 　　 助成

　 イ．行事等での鉄道利用の呼びかけ 自治体

事業主体
スケジュール

区分 H31 H32取組内容 H29 H30
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３．観光利用

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
(１) 道内外から石北線にお越しいただ ①商品造成やキャンペーンの実施
くための取組 ア．ひがし＆きた北海道キャンペーンの実施やLCCと JR北海道

　　タイアップしたフリーパスの設定
②閑散期の需要創出 JR北海道
  ・フリーパス等を活用した石北線利用促進の取組 その他

③宣伝協力 自治体
  ・駅等での宣伝協力 JR北海道

その他

④鉄道利用旅行者への助成制度の導入 自治体
その他

⑤民間団体等による利用促進活動に対する支援 自治体

⑥流氷物語号の魅力向上に向けた取組 自治体
　　　 その他

⑦施設巡りバスによる着地型観光交通の取り組み 自治体
　　 その他

(２) 地域の皆様と連携した取組の推進 ①沿線や周辺地域にお住まいの皆様にお出かけを促す
　 ア．ヘルシーウオーキングの実施 自治体
　 JR北海道

その他
　 イ．ご当地キャラクターによる乗車イベントの実施 自治体
　　 JR北海道

②地域のお祭りやイベント等の告知などによる鉄道利用
   促進
　 ア．駅前広場や駅舎のイベント活用による賑わいの 自治体
 　 　　創出 JR北海道

その他

　 イ．地域イベントへの列車来場の誘引 自治体
JR北海道

③観光資源の積極的な活用
　 ア．フォトコンテストの実施 自治体

JR北海道
④パンフレットやＨＰの作成連携
　 ア．JR路線案内も含めた観光案内の実施 自治体

区分 事業主体
スケジュール

H30 H31 H32取組内容 H29
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３．観光利用

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
(２) 地域の皆様と連携した取組の推進 ⑤特急列車内の特産品販売 全自治体

　・石北線における実施 JR北海道
その他

⑥スタンプラリー等による利用促進策の実施 全自治体
　 JR北海道

その他

⑦サイクリング観光客への鉄道利用PR 自治体
その他

⑧市民団体等による賑わいの創出に対する助成 自治体
　 その他

H31 H32区分 事業主体
スケジュール

取組内容 H29 H30

11



４．広域交通

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
(１) 出張や学校行事、都市間移動等 ①官公庁、域内事業所等による出張等での鉄道利用の 全自治体
での鉄道利用  　促進 その他

②学校行事等での鉄道利用促進 自治体

③えきねっとトクだ値による需要や動向を踏まえた割引 JR北海道
　 の設定

H29区分 事業主体
スケジュール

取組内容 H30 H31 H32
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Ⅱ.経費節減

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
(１) 業務の一部をお願いすることに ①無人駅の管理 自治体
よる経費圧縮 　地域自治会等が管理している駅待合の管理の継続 その他

(２) コストダウンの取組に対する ①極端にご利用の少ない駅の廃止についての各自治体 自治体
ご理解 　 との協議 JR北海道

②ご利用の少ない踏切の見直しについての各自治体 自治体
　 との協議 JR北海道

取組内容 H30区分 事業主体
スケジュール

H29 H31 H32
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Ⅲ.第２期集中改革期間に向けた取組内容の検討

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
(１) あるべき交通体系について徹底的 ①あるべき交通体系について地域の皆様と検討の開始 全自治体
な検討 　 JR北海道

その他

②２次交通との連携に向けた検討 自治体
JR北海道
その他

(２) 業務の一部をお願いすることに ①業務委託の実施の検討 全自治体
よる経費圧縮 JR北海道

その他

②当社の行き届かない取組について 全自治体
　 自治体側での実施の検討 JR北海道

その他

(３) 中長期的な経費節減策について ①中長期的な視点に立った設備スリム化の可能性 全自治体
の検討 　 について検討 JR北海道

H32区分 事業主体 H29取組内容
スケジュール

H30 H31

14



①総人口の推移［年齢別］

②市町村別人口の推移

③市町村別通学年齢人口（15～19歳）の推移

（１）関係市町村の状況

【別添資料】

①沿線地図

②沿革

③諸元

④ご利用状況の推移（輸送密度の推移）

⑤定期列車本数の推移

⑥駅別乗車人員

⑦列車別乗車人員

⑧駅間別乗車人員

⑨駅間通過人員

⑩定期券発売枚数

⑪線区別収支

⑫土木建造物の現況、土木構造物の大規模修繕・更新費用

⑬車両の更新費用

（２）石北線（新旭川・網走間）の状況

・・・・・１ページ

・・・・・２ページ

・・・・・３ページ

・・・・・４ページ

・・・・・５ページ

・・・・・５パージ

・・・・・６ページ

・・・・・７ページ

・・・・・８～９ページ

・・・・10～13ページ

・・・・14ページ

・・・・15ページ

・・・・16～17ページ

・・・・18ページ

・・・・19～24ページ

・・・・25ページ

：ご利用されるお客様の１日１㎞あたりの平均人数
：特定日の調査における、実際にご乗車されたお客様の駅ごとの人数（直近５年間の平均）
：特定日の調査における、実際にご乗車されたお客様の列車ごとの人数
：特定日の調査における、実際にご乗車されたお客様の駅間ごとの人数
：きっぷの発売状況に基づく、１日あたりのお客様の駅間ごとの人数
：１か月あたりの各駅相互間の通勤・通学定期券の発売枚数

注）
各データとも平成29年度
④輸送密度
⑥駅別乗車人員
⑦列車別乗車人員
⑧駅間別乗車人員
⑨駅間通過人員
⑩定期券発売枚数



（出典）
・2000年以前 住民基本台帳人口・世帯数【北海道地域振興局町村課】
・2005年～2015年 振興局市区町村別年齢５歳階級別人口【北海道地域振興局町村課】
・2020年以降 日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）【国立社会保障・人口問題研究所】
※2005年以前の北見市には端野町・常呂町・留辺蘂町、遠軽町には生田原町・丸瀬布町・白滝村、大空町には女
満別町・東藻琴村の実績を含む。

石北線（旭川～網走間）の関係市町

村の総人口は、約55.6万人（2018年）

である。

その推移をみると、全体的に減少傾

向が続いており、ＪＲ北海道発足時

（1987年）と比較すると、2018年で

10.6％減少し、2030年（推計）では

21.8％減少が見込まれる。

年齢別では、年齢別人口が公表され

た2002年と比較すると65歳以上が増加

しており、2018年で50.3％増、2030年

（推計）では60.3％増が見込まれてい

る。一方で、通学定期の主な対象者で

ある15～19歳は2018年で-30.4％、

2030年（推計）では-48.5％と半減する

ことが見込まれている。

市町村別では全ての市町村で人口

が減少しており、今後も減少が予測さ

れている。減少率は、旭川市がもっとも

緩やかである。15～19歳の人口は、各

市町村とも大幅に減少しており、今後

もさらに減少することが予測されてい

る。
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①総人口の推移〔年齢別〕

（１）関係市町村の状況
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（出典）
・2018年以前 住民基本台帳人口・世帯数【北海道地域振興局町村課】
・2020年以降 日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）【国立社会保障・人口問題研究所】
※2005年以前の北見市には端野町・常呂町・留辺蘂町、遠軽町には生田原町・丸瀬布町・白滝村、大空町には女満別町・東藻琴村の実績
を含む。
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・2018年以前 振興局市区町村別年齢５歳階級別人口【北海道地域振興局町村課】
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※2005年以前の北見市には端野町・常呂町・留辺蘂町、遠軽町には生田原町・丸瀬布町・白滝村、大空町には女満別町・東藻琴村の実
績を含む。
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（２）石北線（新旭川・網走間）の状況

①沿線地図
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③諸元（2018年4月1日現在）

②沿革

・石北線新旭川・網走間は、網走線、湧別線、ルベシ

ベ線、石北線に分けて建設され、段階的に開業しな

がら、１９３２年（昭和７年）に全線が開業しました。

全線が開業して８６年を経過しています。

主な開業年と開業区間は右表となっています。

開業年 開業区間

１９１２（大正１） 留辺蘂～野付牛（現北見）～網走

１９１５（大正４） 留辺蘂～遠軽

１９２３（大正１２） 新旭川～上川

１９３２（昭和７） 上川～遠軽

・区間 新旭川～網走

・営業キロ 234.0km

・列車本数 特急上下8本 普通上下54本

［貨物（新旭川・北見）：臨時上下6本］

・駅数 36駅 （うち有人4駅）

・沿線自治体 旭川市、当麻町、愛別町、上川町、遠軽町、

北見市、美幌町、大空町、網走市
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（人/ｷﾛ/日）

④ご利用状況の推移（輸送密度の推移）

4,357 

3,446 

2,528 
2,415 2,416 2,360 2,382 

2,261 
2,156 

2,037 
1,945 1,880 1,807 

1,714 1,671 
1,578 1,598 1,560 1,521 1,487 1,467 1,428 

1,323 1,288 1,261 
1,179 1,182 1,188 1,218 1,157 1,135 1,141 

947 891 

0
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4,000
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6,000
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S50 S55 S60 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

日本国有鉄道経営再建促進特別措置法
施行令第３条に基づくバス転換基準

※H29は、「北海道レールパス」等のご利用
状況の調査結果を踏まえ、輸送密度の
計上方法を見直しました。
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S62 H3 H8 H13 H18 H23 H27 H28 H29

新旭川・当麻 当麻・伊香牛 伊香牛・上川

上川・白滝 白滝・遠軽 遠軽・生田原

生田原・西留辺蘂 西留辺蘂・留辺蘂 留辺蘂・東相内

東相内・北見 北見・網走

（本）

32

28

31

26
25

28

22

18

12

22
20

18

14

12

30
31

※特急、急行列車を含みます。
※生田原・西留辺蘂については、Ｈ27まで生田原・金華間、西留辺蘂・留辺蘂については、Ｈ27まで金華・留辺蘂間となっております。

27

25

H28年3月、一般気動車の老朽・劣化に伴い減便
（北海道内の普通列車79本）

⑤定期列車本数の推移
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⑥駅別乗車人員
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⑥駅別乗車人員

9



列車番号 列車番号

4651D
（網走行）

4653D
（網走行）

4657D
（北見行）

4659D
（網走行）

4661D
（網走行）

4665D
（網走行）

4525D
（上川行）

4671D
（網走行）

4663D
（網走行）

4621D
（遠軽行）

4521D
（上川行）

6541D
（東旭川行）

4523D
（上川行）

4527D
（上川行）

4543D
（当麻行）

4667D
（網走行）

4669D
（生田原行）

3583D
（北見行）

3583D
（北見行）

4529D
（上川行）

上川

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

留辺蘂

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

6:11 6:47

6:25

8:25

網走

7:43
新旭川

8:137:08

8:09

10:289:25

7:53

8:32

11:47

0

50

100

150

200

250

300
14:16

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300 13:1712:10

0

50

100

150

200

250

300 17:1116:40

0

50

100

150

200

250

300 14:3713:26

0

50

100

150

200

250

300 14:43

0

50

100

150

200

250

300
18:4717:41

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300
16:26

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300
17:3316:24

遠軽

7:22

遠軽

17:41

8:33

13:43

16:03

16:54

北見 美幌

7:20

7:57 9:04

8:49

9:32 10:43 11:15

14:52

13:00 14:05 15:00 15:33 16:05

18:16

17:47

16:40

18:34 18:58

19:04 19:44 20:24

（通過）

◆下り列車（新旭川⇒網走） （人）

0

50

100

150

200

250

300 20人 14人 71人

66人 183人 277人 10人

6人

11人 14人 12人 12人

19人 13人

6人 15人 22人 12人

74人 18人47人

78人34人 18人

20人 31人

59人 10人

69人

81人

12人

14人

18人

16人

42人

12人23人

4人

人数は区間における最大乗車人員

⑦列車別乗車人員
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列車番号 列車番号

4545D
（伊香牛行）

4673D
（網走行）

4547D
（当麻行）

4677D
（網走行）

4531D
（上川行）

4675D
（北見行）

71D
（網走行）

71D
（網走行）

4623D
（遠軽行）

83D
（網走行）

83D
（網走行）

73D
（網走行）

73D
（網走行）

4533D
（上川行）

4535D
（上川行）

81D
（網走行）

81D
（網走行）

0

50

100

150

200

250

300
19:48

0

50

100

150

200

250

300
17:46

0

50

100

150

200

250

300 19:3018:23

0

50

100

150

200

250

300
19:59

0

50

100

150

200

250

300
21:28

0

50

100

150

200

250

300 19:37

0

50

100

150

200

250

300 21:23

0

50

100

150

200

250

300 22:0020:53

0

50

100

150

200

250

300
23:0621:59

20:16 20:48 21:19

20:54 21:23

22:00 22:30

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

9:17 10:29

13:27 14:46

17:45

19:49

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

10:32 11:10 11:28 11:52 12:18

14:49 15:26 15:45 16:08 16:35

18:57 19:00 19:38 19:57 20:21 20:49

21:08 21:50 22:09 22:32 23:00

上川 留辺蘂 網走新旭川 遠軽 遠軽 北見 美幌

（通過）

（通過）

（通過）

（通過） 21:12

◆下り列車（新旭川⇒網走） （人）

0

50

100

150

200

250

300

41人

59人

30人

40人

25人

71人

57人

0人

64人

56人

48人 46人

48人 47人

15人 43人 10人

4人0人

29人 6人

53人 22人 19人56人

40人 15人 12人45人

29人 6人 6人31人

29人 15人 8人32人

特急
列車

オホーツク１号 オホーツク１号

大雪1号 オホーツク３号

大雪３号 オホーツク５号

オホーツク３号 オホーツク７号

人数は区間における最大乗車人員

⑦列車別乗車人員
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列車番号 列車番号

4650D
（生田原発）

4520D
（上川発）

4652D
（網走発）

4522D
（上川発）

4654D
（網走発）

4524D
（上川発）

4526D
（上川発）

4528D
（上川発）

3582D
（北見発）

3582D
（北見発）

4656D
（網走発）

4530D
（上川発）

4658D
（網走発）

4544D
（当麻発）

4660D
（網走発）

4532D
（上川発）

4662D
（北見発）

4546D
（伊香牛発）

美幌

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

遠軽 上川

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

6:07

6:52

7:24

10:36

新旭川網走 留辺蘂
7:54

6:22

7:05

7:57

8:28

9:25

11:34

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300
11:38

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300
15:1614:16

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300
15:59

0

50

100

150

200

250

300
16:5915:54

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

北見

8:44

8:23

13:01 （通過）

6:54 7:30 7:59

7:34 8:06 8:40

10:28 10:54

9:17 9:49

10:17 10:49 11:31 12:00 12:46

11:58 12:34 13:33 14:05 15:06

15:22

遠軽

18:56

11:44

（人）◆上り列車（網走⇒新旭川）

0

50

100

150

200

250

300
11人

61人 208人 102人

9人 15人

16人 16人

18人 29人

9人 19人 9人 3人

3人 11人 16人 8人

2人

111人

83人

35人

29人

18人

29人23人

6人

41人

21人

人数は区間における最大乗車人員

46人

⑦列車別乗車人員

12



列車番号

4664D
（網走発）

4620D
（遠軽発）

4668D
（北見発）

4622D
（遠軽発）

4670D
（網走発）

84D
（網走発）

84D
（網走発）

74D
（網走発）

74D
（網走発）

72D
（網走発）

72D
（網走発）

82D
（網走発）

82D
（網走発）

4672D
（北見発）

4674D
（網走発）

4676D
（網走発）

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300
19:55

0

50

100

150

200

250

300
16:56

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

20:37

18:53

0

50

100

150

200

250

300

14:32 15:05 15:58 16:28

17:30 18:23

16:36 17:07 17:40

18:34 19:07

17:44 18:16 19:09 19:43

19:49 20:21 21:03 21:31

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

美幌 遠軽 上川 新旭川網走 留辺蘂北見 遠軽

5:56 6:22 6:46 7:05 7:41 7:44 9:01

8:06 8:32 8:56 9:15 9:51 9:55 11:11

12:35 13:01 13:25 13:44 14:20 14:24 15:40

17:25 17:51 18:15 18:34 19:16 19:19 20:36

16:35

19:38

（通過）

（通過）

（通過）

（通過）

◆上り列車（網走⇒新旭川） （人）

0

50

100

150

200

250

300

5人 123人 40人 8人

37人 75人

30人 19人

21人

16人 106人 66人 24人

58人 29人 26人

15人 18人 57人 66人

17人 24人 74人 77人

24人 27人 62人 66人

25人 28人 61人 62人

7人 40人

9人

77人 79人

94人 94人

84人 94人

70人 71人

特急
列車

オホーツク２号 オホーツク２号

大雪２号

オホーツク４号
※

大雪４号 オホーツク６号

オホーツク４号 オホーツク８号

人数は区間における最大乗車人員

⑦列車別乗車人員
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562 562 562 562 562 562 562 562 562 562 562 562 562 538 538 535 535 
435 435 435 426 426 405 405 405 405 

155 155 155 155 155 126 126 122 122 

808 757 
690 688 669 

395 390 378 
316 303 294 290 287 

37 45 66 70 

114 109 109 103 
242 
403 443 

576 
653 
1,077 
1,182 

682 
617 604 

286 283 300 313 

1,370 
1,319 
1,252 

1,250 
1,231 

957 952 940 
878 865 856 852 849 

575 583 601 605 549 544 544 529 

668 

808 
848 

981 

1,058 

1,232 

1,337 

837 
772 759 

412 409 422 435 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

普通列車

特急列車

（人）

新
旭
川

南
永
山

東
旭
川

北
日
ノ
出

桜
岡
当
麻
将
軍
山

伊
香
牛

愛
別
中
愛
別

愛
山
安
足
間

東
雲
上
川
白
滝
丸
瀬
布

瀬
戸
瀬

遠
軽
安
国
生
野
生
田
原

西
留
辺
蘂

留
辺
蘂

相
内
東
相
内

西
北
見

北
見
柏
陽
愛
し
野

端
野
緋
牛
内

美
幌
西
女
満
別

女
満
別

呼
人
網
走

⑧駅間別乗車人員

14



919 883 826 825 808 768 764 760 750 749 748 746 746 684 686 693 695 
609 606 605 598 619 623 644 659 

691 

505 495 479 460 457 427 427 419 423 

626 
584 

568 568 556 
334 332 324 249 236 233 230 229 

0 16 
50 54 

88 
76 76 63 

240 360 398 
563 653 

1,039 1,071 669 595 582 201 197 203 213 

1,546 

1,467 

1,393 1,393 
1,363 

1,102 
1,097 

1,084 
998 986 

981 977 974 

684 702 742 749 

697 682 681 661 

859 

984 
1,042 

1,223 

1,344 

1,544 
1,566 

1,148 

1,055 1,039 

628 623 622 637 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

定期

定期外

（人）

新
旭
川

南
永
山

東
旭
川

北
日
ノ
出

桜
岡
当
麻
将
軍
山

伊
香
牛

愛
別
中
愛
別

愛
山
安
足
間

東
雲
上
川
白
滝
丸
瀬
布

瀬
戸
瀬

遠
軽
安
国
生
野
生
田
原

西
留
辺
蘂

留
辺
蘂

相
内
東
相
内

西
北
見

北
見
柏
陽
愛
し
野

端
野
緋
牛
内

美
幌
西
女
満
別

女
満
別

呼
人
網
走

※端数処理のため合計値が合わない場合があります。

⑨駅間通過人員
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旭

川

旭

川

四

条

新

旭

川

南

永

山

東

旭

川

北

日

ノ

出

桜

岡

当

麻

将

軍

山

伊

香

牛

愛

別

中

愛

別

愛

山

安

足

間

東

雲

上

川

白

滝

丸

瀬

布

瀬

戸

瀬

遠

軽

線

区

外

（

網

走

以

遠

）

合

計
39.7 3.1 3.5 1.8 0.3 0.5 0.6 49 .5
3.1 4.1 7 .2

20.9 4.0 2.7 67.7 1.0 1.0 28.3 4.7 1.0 0.9 51.1 183 .2
8.3 4.1 3.0 23.6 0.9 1.8 1.1 1.0 1.2 44 .8
3.1 0.5 1.0 4.3 8 .8
0.4 0.5 1.8 2 .7

4.6 0.4 11.2 16 .2
1.0 1 .0

1.2 1.0 18.1 0.3 7.1 27.0 54 .6
1.3 1.9 0.2 0.4 0.1 3 .9

1.4 5.3 6 .8
2.0 0.9 2 .9

0.1 0 .1

0.5 0 .5

0.1 9.3 9 .4
0.7 0 .7

1.3 1 .3
2.0 2 .0

7.0 7 .0
1.0 1 .0
16.8 16 .8

2.3 2 .3

68.3 8.3 3.7 91.6 1.0 2.3 37.2 5.0 0.5 1.5 0.9 110.1 26.2 356 .4
11.8 9.5 3.0 29.0 1.8 3.9 1.1 1.0 4.2 1.0 66 .3

旭 川 四 条

新 旭 川

線 区 外
（ 旭 川 以 遠 ）

旭 川

北 日 ノ 出

桜 岡

南 永 山

東 旭 川

伊 香 牛

愛 別

当 麻

将 軍 山

安 足 間

東 雲

中 愛 別

愛 山

丸 瀬 布

瀬 戸 瀬

上 川

白 滝

遠 軽

合 計

凡例： 通学定期券月平均発売枚数

通勤定期券月平均発売枚数

※１ヶ月定期は１枚、３ヶ月定期は３枚、６ヶ月定期は６枚として集計

※経路は最も安価な経路で集計

※小数点第１位未満は四捨五入

（単位：枚）

⑩定期券発売枚数
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安

国

生

野

生

田

原

西

留

辺

蘂

留

辺

蘂

相

内

東

相

内

西

北

見

北

見

柏

陽

愛

し

野

端

野

緋

牛

内

美

幌

西

女

満

別

女

満

別

呼

人

網

走

線

区

外

（

網

走

以

遠

）

合

計
6.5 8.3 1.0 1.8 1.5 1.0 16.1 1.0 37 .2

0.8 3.0 2.9 6 .7
1.4 1 .4

0.9 1.8 2.0 4 .8

2.0 7.8 29.4 22.4 15.8 8.5 2.5 88 .5
1.1 1 .1

6.4 6.3 13.8 20.8 8.2 55 .4
1.0 4.2 0.3 1.0 6 .4

1.7 1.8 3.9 9.2 2.0 18 .6

1.3 1.0 2 .3
19.0 36.6 24.4 6.5 11.9 1.8 100 .3

1.0 1 .0
1.3 25.7 46.6 2.8 23.1 1.0 100 .4

1.3 0.5 0.8 2 .6
0.1 140.4 14.9 1.8 79.3 2.8 16.4 1.9 20.5 278 .3
1.0 2.2 1.9 0.8 12.5 1.6 3.8 23 .8

14.3 3.3 3.2 74.8 16.3 0.1 0.5 112 .5
0.1 0.3 0 .4

0.6 22.5 4.8 27 .8
1.0 1.0 2 .0
0.8 0 .8

0.4 0 .4

2.5 22.2 0.1 24 .8

2.1 1.2 3 .3
0.7 0 .7
0.1 0 .1
48.8 48 .8
0.1 0 .1

7.5 7 .5
0.1 0 .1

6.5 8.3 1.0 1.8 2.0 18.3 57.5 97.3 95.9 228.5 35.5 5.6 203.3 2.8 41.0 2.0 100.1 0.1 907 .5

0.8 3.0 1.0 11.7 1.3 2.2 2.9 0.8 15.1 4.7 0.4 6.4 50 .2

1 ,263 .9
116 .4

安 国

遠 軽

西 留 辺 蘂

留 辺 蘂

生 野

生 田 原

西 北 見

北 見

相 内

東 相 内

端 野

緋 牛 内

柏 陽

愛 し 野

女 満 別

呼 人

美 幌

西 女 満 別

網 走

合 計

石 北 線
総 計

凡例： 通学定期券月平均発売枚数

通勤定期券月平均発売枚数

※１ヶ月定期は１枚、３ヶ月定期は３枚、６ヶ月定期は６枚として集計

※経路は最も安価な経路で集計

※小数点第１位未満は四捨五入

（単位：枚）

⑩定期券発売枚数
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1,351 1,313 

損益
3,900 

損益
4,244 

1,334 1,521 

937 
1,019 

1,536 
1,628 

679 
630 

688 
676 

77 
82 

諸税

その他（管理費など）

減価償却費

施設の維持や修繕等に係る費用

車両の維持や修繕等に係る費用

輸送に直接必要な費用

収 入
1,351百万円

費 用
5,251百万円

損 益
▲3,900百万円

【平成28年度】

損 益
▲4,243百万円

【平成29年度】

収 入
1,313百万円

費 用
5,557百万円

（百万円）

※端数処理のため合計値が合わない場合が
あります。

※平成29年度は、「北海道レールパス」等の収入
と車両に関する減価償却費の計上方法を
見直しています。

⑪線区別収支
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4箇所

66%

1箇所

17%

1箇所

17%

トンネル
６

箇所

77箇所

31%

3箇所

1%
166箇所

67%

3箇所 1%

橋りょう

２４９

箇所

1

0 0

0
0

0
1

0

0

0

0
4

0

1

2

3

4

5

60年未満 60～79年 80～99年 100年以上

れんが製

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製

コンクリート製

トンネル数

67
2 58

1

10

1

108

1

0

0

0

1

0

50

100

150

200

60年未満 60～79年 80～99年 100年以上

れんがアーチ
鉄桁
コンクリート桁

橋りょう数 ( ）は合計

(77)

(3)
(3)

(166)

60年未満

60～79年

80～99年

凡例

100年以上

※平成29年１月現在

橋りょうの経年および材質

トンネルの経年および材質

⑫土木構造物の現況、土木構造物の大規模修繕・更新費用
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【鋼橋の腐食対策】
石北線 新旭川・網走間:１８億円

・ 広範囲にわたって腐食が進むと、橋
りょうの寿命が短くなる

・ 経年の進行を踏まえ、鋼橋を永続的に
使用するため、定期的な塗装の塗替えを
実施

【鋼橋の亀裂対策】
石北線 新旭川・網走間:４億円

・ 経年が進むにつれて、桁に亀裂が発生
することがある

・ 亀裂発生を防ぐ予防的な措置として、
亀裂の原因となる橋桁を支える台座部分
（支承部）の不具合の修繕を事前に実施

○ 橋りょう

腐食

亀裂

腐食が発生した橋りょう

亀裂が発生した橋りょう

支承部の
不具合を

事前に修繕

（例：根室線 東滝川・赤平間 第３空知川橋りょう）

（例：石北線 丸瀬布・瀬戸瀬間 金山湧別川橋りょう）

20



【橋脚の洗掘対策】
石北線 新旭川・網走間:４億円

・ 増水時に川底が削られる（洗掘）こと
で、橋脚の安定性が損なわれる恐れのあ
る橋脚に対して根固め工を実施

○ 橋りょう

増水時に洗掘の
恐れのある
橋りょう

（例：宗谷線 糠南・雄信内間 問平陸橋）

21



○ トンネル

【地山の影響による変状対策】
石北線 新旭川・網走間：１億円

・ 周辺地山からの外力に耐えられなくな
り、トンネルの内部空間の縮小や線路の
隆起などの変形が起きたトンネルについ
て、補強工事を実施

補強（ロックボルト等）を
実施したトンネル

（ロックボルト施工状況）

※ ロックボルトとは、棒
状の鋼材をトンネル内側
から地山に向けて打設す
る工法で、地山がトンネ
ル側に変形しようとする
力に対抗します。

棒状の鋼
材を地山
に打込む
（例：長さ
6ｍ、太さ
25㎜）

（例 ：根室線 落合・新得間 第４落合トンネル）

22



○ トンネル

【覆工材料の劣化・剥落対策】
石北線 新旭川・網走間:２２億円

・ れんが等で造られた古いブロック積み
トンネルは、ブロック本体およびブロッ
ク同士をつなぐ目地材料の劣化が進んで
いる

・ れんが等の覆工材料の剥落を防止し、
トンネルの寿命を延ばすため、覆工の改
築・補強工事を実施

ネットによる
落下防止

劣化したれんがトンネル
（例：石北線 生田原・西留辺蘂間 常紋トンネル）

【トンネルの漏水対策】
石北線 新旭川・網走間:３億円

・ つらら防止のため過去に設置された古
い漏水防止工の劣化が進み、材料が剥が
れたり、漏水が染み出てつららが発生し
列車の運行に影響を及ぼす恐れがある

・ 経年の進んだ古い漏水防止工から新型
の漏水防止工への取替を実施

漏水の
染み出し

劣化した漏水防止工
（例：函館線 熱郛・目名間 第２白井川トンネル） 23



■今後20年間で運営赤字とは別に必要となる土木構造物の大規模修繕・更新費用

※ 金額は億円未満を四捨五入して表示しています。

石

北

線

新

旭

川

・

網

走

間

設備概況 費用内訳（単位：億円）

種別 数量 項目 数量 費用 計

橋りょう 249橋

①鋼橋の腐食対策 117橋(217連) 18

26②鋼橋の亀裂対策 43連 4

③橋脚の洗掘対策 7橋(12橋脚) 4

トンネル 6箇所

①地山の影響を受けるトンネルの変状

対策
1箇所 1

26②覆工材料の劣化・剥落対策 5箇所 22

③トンネルの漏水対策 4箇所 3

経年進行に伴う恒常的な維持管理費用の増加 5 5

計 57 57

24



■今後20年間で運営赤字とは別に必要となる車両の更新費用

１ 車両の現状及び更新の考え方
・ 全車両が更新時期を迎えるため、新製車両への更新が必要
・ 一般用の新製車両については、現在試作車を製作中である電気式気動車を想定

２ 今後20年間の車両更新費用
１の考え方に基づき算出した今後20年間の車両更新費用は以下のとおりです。
なお、更新車両数は平成29年４月時点のダイヤを前提として算出しています。
また、観光列車用（ノロッコ号、ＳＬ等）の車両は含んでいません。

（単位：両、億円）

※１ 金額は億円未満を四捨五入して表示しています。
※２ （ ）内は特急用車両（再掲）です。

線 区 更新車両数 車両更新費用

石北線（新旭川～網走間）
47
（20）

114
（60）

⑬車両の更新費用

25


